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ガイダンス	

	

１．講義の予定	

	 建築環境工学 I（前期）では「熱環境」を扱いましたが，建築環境工学 II では「光・空気・音

環境」を扱います。建築環境工学 I と II の両者で，建築環境工学で学ぶべき分野が網羅されま

す。	

	

09 月 30 日（金）	 第１回	 ガイダンス	

	

10 月 07 日（金）	 第２回	 換気の目的（教科書 pp.88〜92）	

10 月 14 日（金）	 第３回	 シックハウス症候群／空気の性質（教科書 pp.93〜96）	

10 月 21 日（金）	 第４回	 自然換気（教科書 pp.97〜101）	

10 月 28 日（金）	 第５回	 機械換気／換気計画／通風（教科書 pp.102〜106）	

11 月 04 日（金）	 第６回	 第２〜５回目までのまとめ	

11 月 11 日（金）	 白亜祭準備のため休講	

	

11 月 18 日（金）	 第７回	 視覚／照度と輝度（教科書 pp.８〜13）	

11 月 25 日（金）	 第８回	 昼光／人工照明／照明計画（教科書 pp.14〜24）	

12 月 02 日（金）	 第９回	 色彩（教科書 pp.25〜32）	

12 月 09 日（金）	 第 10 回	 第７〜９回目までのまとめ	

	

12 月 16 日（金）	 第 11 回	 音の性質（教科書 pp.110〜118）	

12 月 23 日（金）	 第 12 回	 室内の音（教科書 pp.119〜126）	

	 →祝日でも授業を実施	

01 月 13 日（金）	 センター試験準備のため講義なし	

01 月 20 日（金）	 第 13 回	 室内の音響（教科書 pp.127〜130）	

01 月 27 日（金）	 第 14 回	 騒音と振動（教科書 pp.131〜134）＋地球環境（教科書

pp.138〜140）	

02 月 03 日（金）	 第 15 回	 第 11〜14 回目までのまとめ	

	

02 月 10 日（金）	 定期試験	

	

注１）上記のスケジュールは，あくまで予定です。皆さんの理解度に応じて，また進行状況につ
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いて検討を加えた結果，予定が変更になることもあります。注意してください。	

注２）それぞれの講義は，演習問題の解答，予習プリントへの回答，その日の範囲の講義，の順

番で行う予定です。「まとめ」の回では，演習問題，補足などを行う予定です。	

	

	

２．教科書	

・今村仁美・田中美都著「図説	 やさしい建築環境」（学芸出版社，￥2,800＋税，ISBN：

978-4-7615-2476-0）	

→発行年月日によって訂正されている箇所が違うので充分注意して下さい。できるだけ新しい

版を用意するか，購入して下さい。	

→必要であれば，正誤表も参照。授業でも適宜修正箇所を指摘します。	

http://www.gakugei-pub.jp/mokuroku/book/ISBN978-4-7615-2476-0.htm	

・その他の参考文献については，講義の中で適宜紹介するか，もしくは配付資料に載せる予定で

す。教科書の最後のページ（奥付け）に掲載してある参考文献も参照して下さい。	

→数学に不安のある人は，下記の教科書で復習して下さい。	

今村仁美・大谷一翔著「図説	 やさしい建築数学」（学芸出版社，￥2,000＋税，ISBN：

978-4-7615-2514-9）	

	

	

３．講義のねらい	

１）建築環境工学で勉強する内容は，身近な生活に密着した内容です。講義の時間では，できる

かぎり「イメージ」を大切に，「現象を理解」して，頭の中でイメージができるように話を

します。なぜなら，この部分が最も重要であるにもかかわらず，自分で学習することが難し

いと考えられるからです。	

⇒さらに，なぜそのような現象が起こるのか，その「仕組みを説明」できるよう努力して

下さい。	

２）そのために，できるだけ全体像を確認し，位置付けをはっきりさせながら（相互の関係を考

えながら），細かな部分に入るような説明を心がけたいと思っています。全体的な「お話」

が大切だと考えています。	

⇒さらに，「時と共に変化」していく様子を理解するよう努力して下さい。	

３）一方，復習のための演習問題では，建築環境工学では必ず出てくる計算問題に取り組んでも

らいます。「現象の理解」と「計算」の間を，自ら埋める努力をして欲しいと考えています。	

４）予習→講義→演習問題→大きな単元ごとの復習，という流れの中で，しっかりと理解を深め

て下さい。	
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４．講義の進め方	

１）基本的には教科書を中心に講義を進めますが，教科書に載せられなかった内容については，

補足のために，補助プリントを配布する予定です。教科書そのものの改訂は様々な問題から

なかなか難しいため，補助プリントを配付することで補っています。補助プリントもしっか

り確認して下さい。なお，ノートを作成するか否かは各自の自由です。	

※できるだけテキストのどこを説明しているのかを説明しますが，テキストに載っていな

い部分こそ皆さんにお話する価値があるとも考えています。	

２）補助プリントについては，プリントの整理の際の利便性を考えて，ヘッダーに講義の名称と

日時などを，フッターに通算してのページ数を入れます。なお，補助プリントは 15 回分を

通算して 80 枚程度配布する予定です。各自できちんと保管して下さい。	

３）講義への出席の際には，講義が予定されている範囲の予習を行うことを強く求めます。講義

しなければならない分量が多く，また内容も決して簡単ではありません。予習を前提としな

ければ，内容をできるかぎり理解してもらい，なおかつ全ての範囲を終えることができない

からです。場合によっては，講義中に，回答を求めることもありますので，必ず予習を行っ

てから講義に参加するようにしてください。建築環境工学 I の講義を履修した際の反省を是

非活かしてください。	

４）講義の際には，できるだけメリハリを付けるよう努力しますが，内容が内容だけに単調にな

りがちです。したがって，様々な解説や関連する語句，具体例などを教科書や配付資料，ノ

ートなどに書き込むなど，積極的に講義に参加し，自ら主体的に講義内容の理解を進めてく

ださい。	

５）基本は，（敢えて）板書です。パワーポイントなどでスライドを流すだけでは，頭に入らな

いのでは？と考えるからです。	

⇒板書をノートに取る作業が追いつかない人は，例えば，予習してきていることを利用し

て，語句は全てを書かず，一部のみ書いておき，復習の際にきちんと書き直す，などの

取り組みをしては如何でしょうか。	

６）講義で配布する資料などは，できるだけ下記のホームページにアップロードしておくので，

必要な人や欠席した人は，各自でダウンロードしてください。なお，この作業は，学生の皆

さんの利便性を考えてのことですが，担当教員（辻原）個人としては，＋αのサービスと考

えています。欠席した場合などは，友人にコピーさせてもらうなど，皆さん各自で対応する

のが本来の姿だと考えています。	

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/~m-tsuji/kougi.html/genron.html/setubigen.html	

７）講義の後で，復習のためにできるだけ演習問題を配付します。次の講義の際に提出してくだ

さい。採点して次の次の講義の際に返却する予定です。解答は，原則として配布しません。

配布すると，後から読めばよいなどと思ってしまうと考えられるからです。しっかりと自分
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で考えて演習問題を解き，しっかりと解説を聴くよう心がけて欲しいと思います。ここでは，

自分で時間をかけて，しっかりと考えることがとても大切です。例え，最後までわからなく

ても，考える努力をしましょう。できれば，その過程を演習問題にメモしておきましょう。

なお，演習問題の出題については，基本的な問題から応用問題まで幅広く対象としたいと考

えていますが，時間の都合上（講義の際には全体のイメージを捉えて共有することに重点を

置きたいと考えています。），やむを得ず，応用問題のみの出題となることが多くなります。

また，講義中に演習問題の例題を解く時間も，残念ながら，ほとんどありません。疑問があ

る場合は，担当者に質問するなどして，解決して下さい。	

８）演習問題の提出については，これまでに「宿題を友達に聞いてやってきたにも関わらず写し

たと判断された。そのような一元的な見方はやめてもらいたい。」などのような指摘があり

ました。他人の解答と全く同じ解答を提出した場合には，担当教員（辻原）にはどのように

して解答を作成したのか判断がつかないことがあります。しかし，きちんと演習問題への解

答を作成した人に対しては正当に評価したいと考えていますので，他人の答えを写さないよ

う指摘することがあります。そのような指摘を受けないように解答を作成して下さい。 

９）講義の後で，演習問題を解くことはもちろんですが，今一度授業の内容を見直し，整理して

おくことをお勧めします。その際，授業の中で不明だった点や授業の中で前後の流れが不明

だった部分などについて是非積極的に質問してみましょう。  

10）各自で，関数電卓を準備してください（メーカーや型番は，特には指定しません。）。演習問

題では三角関数や指数関数の計算を行うことがあります。ただし，関数電卓の使い方につい

ては講義時間中に説明する余裕はありませんので，各自で勉強して下さい。	

11）内容が盛りだくさんですので，できるだけ毎回出席してください。担当者もできるだけ一回

の講義ごとに完結した内容にするように心がけますが，科目の特性から無理な場合もありま

す。欠席が続けば，講義の内容を理解することが難しいと考えられます。	

	

	

５．成績の評価	

１）シラバスには，「演習問題の提出点が約３～４割，定期試験（筆記試験）が約６～７割とし

て評価する予定である」と書かれていますが，実際には出席点，演習問題の提出状況ならび

に定期試験（筆記試験）の結果を総合して，評価する予定です。	

２）その内訳は，出席点と演習問題の提出点を合わせて約３〜４割，定期試験（筆記試験）を約

６〜７割として評価する予定です。	

３）定期試験の際の持ち込みの可否や定期試験の形式については，講義の進捗状況や皆さんの理

解度などに応じて検討し，試験が近くなってから伝達します。昨年度のやり方を踏襲する可

能性もありますが，大幅に変更する可能性もあります。なお，担当者（辻原）の個人的な考
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えとしては，持ち込むものが全くない状態で試験を受けてもらうのが，本来のあり方だと考

えています。また，試験の成績が不合格の者に対する再試験は行いません。	

４）定期試験では，毎年同じ問題や類似の問題を出すわけではありません。	

５）ただし，皆さんの学習の利便性を考え，また目標があった方が学習が進むと考え，過去３年

分の定期試験の過去問を配付します。	

	

	

６．担当者	

	 担当者の連絡先などは，以下の通りです。質問や演習問題の提出などは，辻原まで。	

	

教授・辻原万規彦	

部屋：環境共生学部西棟（旧棟）４階南西角（407 号室）	

電話：096-321-6706，もしくは 096-383-2929（内線 492）	

e-mail：m-tsuji@pu-kumamoto.ac.jp	

	

研究室助手・岡本孝美	

部屋：環境共生学部西棟（旧棟）３階南西角・田中研究室／４階中央・岡本助手室	

電話：096-383-2929（内線 482（嘱託職員室）／内線 475（田中研））	

e-mail：okamototkm@pu-kumamoto.ac.jp	

	

	

７．その他の留意事項	

１）担当教員（辻原）に対して生理的嫌悪感などを覚える場合には，その時点でその旨を申し出

てください。担当教員（辻原）自身の努力で改善されるような内容であれば，極力改善する

ように努めます。しかし，担当教員（辻原）自身による改善が難しくなおかつ正当だと考え

られる理由を書面で提出した場合には，成績評価の際に，出席点と演習問題の提出点に関す

る考慮を行います。ただし，その場合でも，定期試験は必ず受験して下さい。	

２）講義時間以外で，担当者に質問をする際には，メールや電話で事前に連絡した方が確実に時

間を確保できます。担当教員（辻原）の今年度のオフィスアワーは火曜日３時限（12:50〜

14:20）の予定です（教務入試課教務班の掲示板などで再度確認して下さい。）が，この時間

帯といえども緊急の会議などの用事が入る可能性もあります。事前に連絡がない場合は，や

むを得ず対応できない可能性もあります。なお，特に携帯からメールを送る際には，送り主

の氏名を明記することを忘れないでください。送り主が明記されていないメールには返答し

ないこともあります。	
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３）講義は基本的には，開始のチャイムがなったと同時に開始する予定です。チャイムが鳴った

時点ではできるかぎり着席し，遅刻をしないようにして下さい。遅刻は周囲の学生にも迷惑

をかけますし，担当教員（辻原）の授業への集中も妨げます。一方，講義の進み具合によっ

ては，講義の時間を延長することもあります。講義の延長はできるだけ避けるよう努力しま

すが，講義終了のチャイムが鳴った後，やむを得ない事情がある場合は，退室しても結構で

す。ただし，講義時間の延長があり得ることに充分注意し，その後の予定を組んでください。	

４）講義などの説明の際には，できるかぎり具体的な事例を交えて説明するように心がけていま

すが，これが雑談に聞こえる場合，もしくは本当に単なる雑談の場合で，それ以上聞きたく

ないと思われる場合は遠慮なく指摘してください。速やかに次の説明に移るように努力しま

す。	

５）担当教員（辻原）としては，できるだけ中立の立場から素直に皆さんに話をするように心が

けていますが，おかしいと感じた際には，遠慮なく指摘してください。直接指摘しにくい場

合は，演習問題を提出する際に空欄に書くか，岡本助手に話すなどして指摘して下さい。性

格については，一朝一夕ではなかなか直らないかもしれませんが，できるかぎり，改善する

よう努力します。	


